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＊ Voyagerは「航海者」の意 

★２学年を振り返って 

 ７２回生のみなさん，1年間お疲れさま。３月は思いがけない展開となっ

てしまいましたが，最後に少しでも学校で過ごす時間ができ，学年団として

嬉しく思います。 

この１年を振り返ると色々ありました。定番の遠足から始まり，高校総体

で世代交代し，一気に２年生主体の活動が増えました。運動会や歌の祭典の

運営など１学期は様々な場面で２年生が運営を任され，２学期に入ると記念

祭の運営，歌舞伎と２年生がフル稼働する行事があり，その中で行事の難し

さや楽しさ，人間関係等を考える機会があったと思います。（※英語外部試

験導入延期のニュースもありましたね…。）記念祭が終わると，例年よりも

早めに進路オリエンテーションを行い，11月頃からガラッと勉強する雰囲気

に変わってきたと感じました。２学期の期末考査が終わると，シンガポール

現地学習の準備でちょっとテンションが⤴⤴でしたね。1月は附属高校史上初

のシンガポール現地学習へ。KAPLANとの交流は，必ずしも充実した内容で

はありませんでしたが，その他市内観光やマレーシアのプライ村での体験，

国境移動，自由行動などでは特に大きな問題はなく，楽しく過ごせたのでは

ないでしょうか（K先生の上履き事件もありました！）。帰国後しばらくし

てから新型コロナウイルスの話が出てきて，72回生の運のよさも感じまし

た。今考えれば，シンガポールに行けて本当によかったですね。また，通年

で取り組んできたグローバル課題研究は手探り状態で大変だったと思います

が，個人研究で得るものはあったのではないでしょうか。 

７２回生全体として見たときに，この１年間は我々の予想を裏切らず，素

晴らしい結果を残してくれました。３年生では予想出来ないほど素晴らしい

活躍を期待しています。我々担任団も１年間楽しく過ごさせてもらいまし

た。来年度も共に頑張りましょう。 

★指導要録 

担任は毎年年度末に「指導要録」という書類を書きます。これは皆さんの

一人一人の１年の記録（公文書）で，どの学校でも書くものです。みなさん

が書いたアンケートや面談の記録を見ながら(あるいは思い出しながら)書類

を書くのですが，たった 1年という時間にも行事の運営や勉強に対する喜び

や苦悩が詰まっていることを感じます。72回生のアンケートには，自分の勉

強姿勢に対する(厳しい)反省と今後の展望，行事や課外活動を通じて成長し

た，といったことが書かれています。本校の生徒にとって「勉強」と「行

事・課外活動」が両輪だということを痛感します。 

以前，私が担任団をした際に，卒業の言葉で「二兎追うものは一兎も得

ず」という言葉が嫌いだ，という文章を書いたことがあります。何かを成し

遂げるために何かを諦める思考ではなく，やりたいことが２つあるなら，２

つやれるように努力すれば，達成されたときは２倍幸せになるのではない

か。現実世界では物理的に不可能なこともありますが，そういう気持ちで物

事に取り組む姿勢・考え方が今後は大事なのではないかと思います。そんな

３年生，そんな人間になってほしいなぁと個人的に思います。 

と書きつつ，指導要録の〆切に追われ，休日出勤してしまいました(-_-;)。

もっと早くやるべきだったと後悔する日々です。教員にはこんな仕事もある

よ，という話でした。 

※ 来年度の始業は 4月 8日(水)の予定ですが，今後の情勢

次第で予定が変わる可能性もあります。春休み中も本校

の webページをチェックしてください(読み取り用→) 

 

最後に，保護者の方々におかれましては多大なご協力をどうもありがとう

ございました。特に，現地学習，年度末の教科書購入についてご心配とご迷

惑をおかけしました。来年度も引き続きよろしくお願いいたします。 

（文責 わ） 

※ボイジャー1号は現在，地球から 222億キロメートルの場所にいます。

（https://voyager.jpl.nasa.gov/） 
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